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１．新型コロナウイルスについて、本町における 2021年の感染拡大の検証と第 6波

に備えての対策を問う 

 

本町における新型コロナウイルスの陽性が判明した日をもって感染者数の推移をみ

ると、2020年は年間で13人、2021年に入ると 10月までに 208人で、累計で 221

人となる。 

波は１月に 33人、4月に 12人、８月に 93人と大小 3回の波があった。 

県西地区 2市 8町のなかで、本町の 8月93人は大変高い状況と言える。 

また、10月の 13人は周りが少なかった割に本町は高い状況であった。これらの背

景を受けて次の項目を問う。 

 

１ 本町の感染者数は10万人に対する割合は大変高いといえる。この状況をどう考

えたらいいか。 

２ 今後、心配される第 6波（本町としては第 4波）に備えた対策は。 

３ 3回目のワクチン接種の見通しは。 

  



２．広報かいせい等のポスティング試験配布を実施して、今後の見通しを問う 

 

現在、広報紙等の配布は自治会を経由して自治会加入者に配布されているが、先の

10月に広報かいせいとお知らせ版が試験的に全戸にポスティング配布された。 

1回限りの試験配布であったが、町民の受けはどうであったのか。 

自治会にとって、町にとって、業者にとってどうだったのか、様々な角度からの分

析が出されると思うが、今後どうするか気にしている町民もいるかと思う。 

そこで次の項目について問う。 

 

１ 官民連携によるポスティングの試験配布を実施して、その結果をどう評価してい

るか。 

２ 今後、広報紙等の配布方法をどう考えているか。 


